
                                         

 

 

 

愛しい 455 人の子供たち、1 学期が終わりますね。 

「たのしい学校、かんがえる子供、まことの言葉、 

つながる心」を大切に、たかまつの子供として一生懸命 

毎日を生きることができましたね。 

 校長先生は、みなさんにたくさんの○た○か○ま○つ を見せてもらいました。 

 ４月、１年生にそうじを教えていたあなた。ぞうきんを使った床の拭き方を、説明では

なく、自分の姿を通して一生懸命伝えていました。つながる心が見えました。 

 ５月、お花に水やりを一人で黙々としていたあなた。声には出さない生あるものへのや

さしさがにじみ出ていました。胸の内の、まことの言葉が聞こえるようでした。 

 ６月、かたつむりを見つけた小さい子に「自然に帰してあげるのがいいの。」と、そっ

と諭していたあなた。高学年としてのものの見方・考え方を示す考える子供の姿がありま

した。 

 ７月、お宮様のお祭りで汗をかくわたしに、ふわっと涼しい風が…。うちわであおいで

くれるあなたがいました。いたわりの心、あたたかい心。涼しく心地よい。うれしくたの

しくありがたい瞬間でした。 

 「校長先生は、なぜ校長先生になったの？」訊いてくれた人がいましたね。校長先生

は、たかまつ小学校のみなさんに出会って、いっしょに過ごして、いっしょに成長してい

くために校長先生になったのだと思っています。 

 みなさん１学期間、ありがとう。これからも、いっしょに日本一のたかまつ小学校をつ

くっていきましょうね。 

 いつも、これからもずっとずっと大好きです。  

 

ドカンと一つ大切なものをもらった！！ 

 ７月１５日(金)パラリンピック金メダリスト 

美季マセソンさんとの出会い、その生き方から 

子供たちは、胸にドカンと一つ大切なものを 

いただきました。 

 

 

 

  

 

 

 

たかまつ 
平成２８年７月２０日（水） 
高松小学校 校長 西川 厚子   

学校だより 

 ８月 
 

こうちょー先生！なぜこうちょー先生になったの？ 

のしい学校 んがえる子供 ことの言葉 ながる心 

美季・マセソンさんとの出会い 

・事故や障害に負けない笑顔がすごい！(６年)  

・すべての言葉が深くて、すべての言葉に胸を打たれた(６年) 

・もし、戻れるとしたら事故の起きる前でなく、事故の後 

の一番最初の試合にという言葉にドカンときた。（６年） 

・「どうせ」なんて、もう言わない。できなくなるおまじないだから（２年） 

・マセソンさん、すごくてかっこいいなと思った。(２年) 

・自分のことを堂々と話すマセソンさんは、とてもかっこいい。（６年） 

 



                   階段でのエスコートは６年生が務めました。 
命を預かる使命感に最初は緊張気味でしたが、

次第に「任せてください。」と自信にあふれた態
度へ変容していきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美季・マセソンさんから頂いたメール 

 
次々と質問を繰り出す子供たち。 
一つ一つにまことの言葉でこたえてく

ださいました。 
 美季さんパワーをいただいた６年生。笑顔

がはじけます。 
 

リオ パラリンピック プロ
モーションビデオです。
ぜひ一度ご覧になってく
ださい。心にドカンときま
す。 

・マセソンさんの生きるチカラを見て、自分は
いろいろなことから逃げていることがわかっ
て情けなくなった。（６年） 
・強いということは、心と体の二つがそろって
初めて生まれるんだ。（６年） 
・自分を信じること・・・ぼくの胸にドカンとき
た言葉。（６年） 

マセソンさんの思いは 
ちゃんと伝わっています。 

リオ パラリンピック 
学校全体で応援した
いと思います！！ 


